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大杉 覚（おおすぎ さとる）

東京都立大学法学部教授

東京大学大学院修了、博士（学術）

行政学、都市行政論、地方自治論

現在、多摩市自治推進委員会委員長

その他に、内閣官房官民データ活用推進基本計画実行委員会オープンデータワー
キンググループ構成員、（公財）特別区協議会特別区制度懇談会委員、世田谷区
せたがや自治政策研究所所長など

著書に、『これからの地方自治の教科書』共著、第一法規など

本日のMC プロフィール
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地域カルテづくりをとおして

• ふだん暮らす地域はどんなところ？

• 未来に向けてどんな地域であってほ
しい？

といったことを、

• ビジョンをもって、

• 情報共有しながら、

• 対話をベースに考える

ことの大切さを体験しよう！

本講座のねらいは？
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 地域カルテとは

• 「地域の特性を示すデータをまとめ記録し
たもの」

• お医者さんのカルテ（診療記録）に由来

 記録する内容は、

• 地域の「困りごと」だけでなく、「自慢」
についても

• 過去・現在だけでなく、未来についても

 地域カルテづくりは目的ではなく、あく
までも手段（ツール）

「地域カルテ」ってなに？
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 「地域」とはさまざまな範囲で考えられ
ますが…

• 本講座では、概ね学校区のエリアを想定

• 多摩市「地域委員会（仮称）」構想のエリ
アに相当（後述）

 ただし、

• 本講座の各グループの複数のエリアを「地
域」として考えて構いません

• 「○○駅周辺エリア」「○○川流域エリ
ア」など皆さんが了解しやすい設定も可

「地域カルテ」の「地域」って？



5

 住まいのあるエリア＝「わがまち」につ
いてどれだけ知っているでしょうか？

 これら基礎データをしっかり確認するの
がスタートライン！

意外と知らない⁈「わがまち」

・10年前と比
べてどう変化？
・10年後には
どう変化？

・人口は？
・世帯数は？
・男女別は？
・年齢別は？
…

・同じ多摩市内
の他のエリアと
比べてどう違
う？
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「わがまち」の「自慢」と「困りごと」

「自慢」

＝「地域資源」
（ヒト、モノ、情報など）

・「こんな有名人が出身！」

・「美味しいお店がある」

・「由緒ある○○がある」

・「ここは絶景ポイント！」

など

「困りごと」

＝「地域課題」

・今現に困っていること

・将来困りそうなこと

など
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①地域社会の変化
• 超少子高齢化、人口減少社会へ

• コロナ禍での地域変容 など

②全国の地域コミュニティの動向
• 都市自治体の約半数は学校区単位に協議会

型住民自治組織を立ち上げ

• 地域カルテ、計画づくりが盛んに

③多摩市「地域委員会（仮称）」構想

④国の動向

なぜ「地域カルテ」が必要なの？
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 国の第32次地方制度調査会「2040年頃から
逆算し顕在化する諸課題に対応するために必要
な地方行政体制のあり方等に関する答申」
（2020年６月26日）の主要テーマの一つが
「公共私の連携」

• 多様な主体の連携・協働による地域社会の形成のた
めのプラットフォームの構築

• プラットフォームは「地域の未来予測」を踏まえ、
「公共私それぞれの視点で把握している地域の資
源・課題やデータを見出し、共有した上で、目指す
未来像の実現に向けた議論の場」へ など

国の動向：「公共私の連携」
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多摩市「地域委員会」構想①

（出典）多摩市資料
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多摩市「地域委員会」構想②
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多摩市「地域委員会」構想③

多摩第一小学区
東寺方小学区

多摩第二小学区

東愛宕中学区

鶴牧中学区

落
合
中
学
区

青
陵
中
学
区

多
摩
永
山
中
学
区

諏訪中学区

聖
ヶ
丘
中
学
区

※二小と東愛宕中のどちらにも含まれない
地区は二小学区エリアとみなす

想定モデルエリア

既存地区

一小学区
（多摩中の大半）

東寺方小学区
（多摩中・和田中

の一部）

二小学区
（和田中の大半）

ＮＴ地区

諏訪中学区
（北諏訪小・諏訪

小）

多摩永山中学区
（永山小・瓜生小）

青陵中学区
（豊ヶ丘小・貝取

小）

落合中学区
（東落小・西落小）

鶴牧中学区
（南鶴小・大松台

小）

既存・ＮＴ
混合地区

聖ヶ丘中学区
（連光寺小・聖ヶ丘小）

東愛宕中学区
（三小・愛和小）

●小中学校の学区を基盤にエリアを設定
●NT地区（既存との混合地区）は、コミュニティ
エリアとほぼ一致しているために中学校の学区

●既存地区は、不一致のため小学校の学区
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 地域カルテを作成・活用することで、

① 情報を共有する

② 課題発見に役立つ

③ 目標やビジョンを明確にする

④ 連携・交流を促す

 上記の効果を意識して作成・活用す
ることがポイント！

地域カルテのねらい
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地域カルテ から地域計画 へ

多摩市
・各種統計
・各種世論調査結果
・オープンデータ
など

多摩市
・総合計画
・各分野別計画
など

各エリア
・地域カルテ

各エリア
・地域計画
・各分野別地域
計画（必要に応じて）

未来ビジョン！
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◎若者を含めて地
域の声を丹念に聞
いている ◎様々な主体とコラ

ボなどにより取組み
を充実させている

【事例】宇部市（山口県）船木校区 ◎振り返り（事後評価）
を行なっている
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